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１． はじめに 

 決定論的予報では予測が難しい不確実性の大きい

気象現象も、アンサンブル予報ではとらえられる可

能性がある。北川ら（2024）は、メソモデル（MSM）

の降水が過少であった大雨事例に対して、メソアン

サンブル予報システム（MEPS）を用いて、実況の大

雨に近いサブシナリオを構築できることを示した。 

2024 年 9 月 27 日未明から明け方にかけて、石狩・

空知地方で大雨警報を発表した事例が発生した。こ

の事例は前述の研究と類似した環境場であり、北海

道付近は気圧の谷の中で太平洋側の高気圧の縁辺か

ら暖湿気が流入しやすく、気圧の傾きが小さい場で

あった。本研究ではこの事例を対象に MEPS クラスタ

リングや局地アンサンブル予報システム（LEPS）を

用いたサブシナリオ構築の可能性を調査する。 

２． 解析値と MSM の予測の比較 

実況の大雨（解析雨量）に対して MSM の降水予測

は過少であった（図 1 上段）。メソ解析値（Ma）と MSM

を比較すると、海面更正気圧（PSEA）に差異があっ

た（図 1 中段）。この気圧場の差異によって、下層暖

湿気の流入の差異が生じ（図 1 下段）、解析雨量と

MSM の降水の差異が生じたと考えた。 

３． 手法 

本研究では、Ono（2023）に基づくクラスタリング

を MEPS に適用した。クラスタリングに用いる MEPS

の初期値は26日09JST、クラスタリング要素はPSEA、

領域は［E138-145, N40.0-45.6］（図 2a の主成分を

図示する領域）とした。 

また、本事例は強雨域の空間スケールが小さいた

め、試験運用中の LEPS について、着目する MEPS メ

ンバー（Me）に対応する LEPS（26 日 15JST 初期値）

メンバー（Le）の予測を確認した。

４． 結果 

PSEA の主成分分析から得た第 1 主成分（PC1）と

第 2 主成分（PC2）（図 2a）によって張られた 2 次元

平面に、各 Me を射影して 4 つのクラスター（C）に

図 1 2024 年 9 月 27 日 03JST における 3 時間

降水量（上段）と PSEA と風（中段、等圧線は

0.5hPa 毎）、925hPa 相当温位と風（下段）。左

側が解析雨量と Ma で右側が MSM26 日 09JST 初

期値（FT=18）の予測を示す。 
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分割した（図 2b）。PC1 は「北海道の東からの高気圧

の張り出しの強弱」に対応し、高気圧の張り出しが

弱いほど下層暖湿気が北上していると解釈した。PC2

は「北海道の南西側での低気圧の有無」に対応し、

低圧部が明瞭なほど下層暖湿気が西に広がっている

と解釈した（図 2c・d）。PC1・2 の解釈で表現される

各 C の気圧場の違いに基づき、降水分布の違いも確

認でき、シナリオ分割ができた。 

 実況の気圧場は C2 に近く、C2 に属する Me は、降

水量は過少であったが石狩・空知地方において降水

の強まりを表現する傾向がみられた。C2 に属する Me

に対応する Le の中には、実況に近い降水量を予測し

ていたものもあり、LEPS を参考にすることで、実況

に近いサブシナリオを構築できた可能性がある。 
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図 2 27 日 03JST（FT=18）の PSEA によるクラスタリング結果 （a）PC1 と PC2（陰影）・アンサンブル

平均の PSEA（黒線）・各寄与率 （b)主成分プロット。×は各 Me、●は各 C の重心、Me0 は MSM を指す。

（c）C 平均の 3 時間降水量・PSEA（等圧線は 2hPa 毎）・風 （d）C 平均の 925hPa における相当温位と風
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